
甲賀市レッドリスト 2022 両生類 概要 

 

◇ 甲賀市の両生類（両生類相および地理分布の特徴、解明度） 

 

・ 甲賀市の両生類については、市内でサンショウウオなどの有尾目が 6 種、カエル類の無

尾目が 13種の計 19 種の記録があった（「甲賀市爬虫類目録および生息状況 2017」）が、

新たにヌマガエルが加わり、無尾目が 14 種となり、計 20 種が記録されている。甲賀市

水口町の丘陵地にある、みなくち子どもの森園内では有尾目 2種、無尾目 9種の両生類

が確認されている（河瀬ほか，2010）。 

・ 甲賀市の両生類の分布について、鈴鹿山脈、信楽山地、中央部の丘陵地域の 3 地域にわ

けて説明する。 

・  鈴鹿山脈は土山町域と甲賀町域の東部にあり、主稜線は 1000m 前後の急峻な山地で、

深い渓谷も多い。最源流にはマホロバサンショウウオの記録があり、細い沢にはヒダサ

ンショウウオやタゴガエルが生息する。渓流には、ハコネサンショウウオ、ナガレタゴ

ガエルの記録があり、ナガレヒキガエルの姿やカジカガエルの鳴き声のある場所が多い。

山裾の林道や水田周辺の溜まりには、春になると、ヤマアカガエル、ヒキガエルの産卵

も見られる。山際の小さな池にはモリアオガエルが産卵し、アカハライモリが見られる。

山裾の田んぼにはトノサマガエルが多い。 

・ 信楽山地は高原状の山地であり、深い渓谷は少なく、緩やかな小川が流れる谷沿いに湿

地環境が多い。緩やかな川には、以前はオオサンショウウオ生息地があり、細い沢には

タゴガエルが多く、ヒダサンショウウオの記録もある。湿地や小さな池には、モリアオ

ガエル、ヤマアカガエル、ヒキガエルの産卵が見られ、アカハライモリが生息する。山

沿いの水田や土堀りの溝には、ツチガエル、トノサマガエルが見られ、シュレーゲルア

オガエルも産卵に訪れる。 

・  水口町、甲南町、甲賀町一帯の丘陵地域は、谷津田（谷戸）の環境が数多く存在し、雑

木林に接した水田が多い。そのため、樹林からの湧き水がある水田の溝には、ヤマトサ

ンショウウオ、ニホンアカガエルの産卵場所がある。湧き水が多く、年中湿った水田に

は、ダルマガエルの個体数が多い場所もある。また、シュレーゲルアオガエル、トノサ

マガエル、ニホンアマガエルが普通に見られる。この地域に 3000 以上ある溜池には、外

来種のウシガエルが広く侵入している。水口町平野部の野洲川のワンドや河川敷の溜ま

り、水路網には、ツチガエルが見られる。野洲川の伏流水が湧く水路に、アカハライモ

リが残る場所もあったが、ほとんどが消滅した。 

 

◇ 甲賀市レッドリスト 2022両生類 掲載方針 

・ 甲賀市レッドリストでは、市内に分布する両生類を評価対象とした。 

・ 2009年夏に自然館で両生類に関する特別展を開催し、その準備段階で市内の両生類調査



が広く実施された。ヤマトサンショウウオの産卵地調査、ダルマガエル、ニホンアカガ

エルなど水田の両生類を市内広範囲で実施した。また、生き物観察会や有志の方らを通

じて、多くの市内の両生類についての情報が自然館に収集されており、（山間部を除い

た）市内の両生類の分布はかなり明らかになっている。 

・ カテゴリー定義：「絶滅種」は過去に生息したが、現在は見られない種。「絶滅危惧種」

は、市内に数ヶ所以内の生息地、繁殖地。「絶滅危機増大種」は生息地が少ない。生息域

が限定される。もしくは減少度合いが著しい。「要注目種」は情報不足のため、上記分類

群に入る可能性が高いが決定できないもの。良好な環境に生息する指標種で注目が必要

な種など。「地域種」については、甲賀市付近に特徴的な分布をする種や、市内に特有な

形態や遺伝の型が分布する種、市内の環境を特徴づける種を選定した。 

・ 外来種については、別に扱うべきであり、対象としなかった。 

 

◇ 甲賀市レッドリスト 2022両生類 掲載種の概要 

 

・ 各カテゴリー掲載種数（甲賀市レッドリスト 2007，2012と比較）は以下表のとおりであ

った。 

 

 表. 甲賀市レッドリスト 2022両生類 掲載種数 

＼ 2022 2017 2012 2007 備 考 

絶滅種 0 0 0 0  

絶滅危惧種 1 1 1 2  

絶滅危機増大種 5 5 5 5  

要注目種 10 9 8 7  

地域種 1 1 1 3 地域種の定義変更（2012） 

（合計種数） 17 16 15 17  

 

・  掲載種は、絶滅危惧種ではオオサンショウウオ、絶滅危機増大種ではヤマトサンショウ

ウオ、ナゴヤダルマガエル、ヒキガエルなど、要注目種ではアカハライモリ、トノサマ

ガエル、ツチガエル、モリアオガエルなど、地域種はニホンアカガエルを指定した。 

 

◇ 甲賀市レッドリスト 2017両生類からの変更とその理由 

・  絶滅危惧種 1 種（前回 1 種）、絶滅危機増大種 5 種（前回 5 種）は変更がない。 

・  要注目種 10 種（前回 9 種）では、新たにヌマガエルを掲載した。市内の一部地域（香

南町、甲賀町）で分布が確認されたためである。 

・  地域種 1 種（前回 1 種）のニホンアカガエルも変更がない。水田周囲に湿地や湧き水

のある水田が多い甲賀地域の自然環境の保全を啓発したい。 

 

◇ 甲賀市レッドリスト 2022 両生類 今後の対策・留意点 



・ この 5年以上、市内で野生のオオサンショウウオ記録が得られていない（2022年 6月に

水口町の野洲川で保護された個体は兵庫県からの移入個体と判明した）。信楽町の大戸

川、信楽川における再発見が望まれる。 

・ マホロバサンショウウオ（旧コガタブチサンショウウオ）、ヒダサンショウウオ、ハコネ

サンショウウオ、ヤマアカガエル、ナガレタゴガエルなど山地に生息する種については、

情報不足の現状である。マホロバサンショウウオは新たな記録が得られたが、この 5 年

内にハコネサンショウウオ、ナガレタゴガエルの追加記録はない。また、産地での生息

数が多いナガレヒキガエルも、土山町大河原の渓流のみで確認されており、それ以外の

分布情報は得ていない。 

・ 水田周辺の両生類については調査が進行し、市内の生息状況がかなり判明したが、ダル

マガエルが生息し、ニホンアカガエルが多数産卵する、周囲に土掘りの溝がある丘陵部

の谷の水田域は休耕・放棄田が増加している。 

・ 環境省レッドリストで絶滅危惧Ⅱ類（VU）に指定されたヤマトサンショウウオは、甲賀

市周辺の生息地数は決して少なくなかった（甲賀市みなくち子どもの森自然館，2016）

が、空中写真や現地調査で確認したところ、約 7 割の生息地は、発見場所や周囲が休耕

田やスギ植林地に変化しつつある山際の小規模な水田である。現在、小規模な水田は機

械化に不適なために休耕・放棄の流れが急速に進んでおり、5 年後、10 年後に生息地数

が大きく減少する可能性が高い。市内では、幾つかの産地で産卵が確認できなくなって

いる。 
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